
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ診断シート解説 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



グラフ診断シート
エネルギー等の使用量（Ａ１シート）のグラフ診断 ver.200902

合計
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IEA2008-0000
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エネルギー等毎に報告年度とその前後の年度の使用量を比較できます。折れ線グラフでは月
毎の比較と年間の使用傾向が確認でき、棒グラフでは年トータルの使用量の比較ができます。

各月の使用量が
表示されます。
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交付書類について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ライフスタイルマネジメント（環境配慮型ライフスタイルをマネジメントの考え方で確立し、定着を図る活動）

様式第６号（第５条関係） ver200902

日

板
橋
区
シ
ー

ト

(1)　組織の特性・置かれている状況を理解し、現実的な活動をします。
(2)　組織の各個人は役割に応じた権限を持って、責任を果たします。
(3)　問題発生を前提に、発生予防の考え方でリスクの低減を図ります。
(4)　環境保全のための法律・条例等及び自己決定事項を守ります。
(5)　目標及びその評価方法・時期を決定し、見直しを行います。
(6)　システム文書やコミュニケーションにエコレポートを使用します。
(7)　マネジメントの運用と改善を継続的に行います。
(8)　板橋エコアクションの制度、エコレポート等の改善に参画します。
(9)　活動方針は組織内で周知するとともに、広く公表します。

#REF!

活　動　方　針
板橋エコアクション２００８

　地域社会から地球規模まで幅広い分野の環境問題を改善するため、環境に配
慮したライフスタイルへの移行が求められています。

　私たちは板橋エコアクション事業により、利用者の活動レベルに応じたサー
ビスを提供し、利用者とともにマネジメントの考え方による環境配慮型ライフ
スタイルの確立と定着の活動を推進します。

利用者コード

板橋エコアクション事務局

　私たちは、板橋エコアクション２００８の活動方針を尊重し、組織
での周知徹底を図り、この活動を推進していくことをここに宣言しま
す。

2018
活動開始年月日

2008年4月1日

代表取締役　板橋　太郎

年 4 月 1

板橋商事　株式会社

代表者

板橋エコアクションでは取組開始にあたり、皆さんに基本的な活動姿勢を「活動方針」として提
示して、実践していただく方法をとっています。自社で独自の方針を定めて活動していただくこと
も可能です。その場合も板橋エコアクションの趣旨に沿って決定をしてください。

板橋エコアクションでは次の３つの考え方が主体になっています。続けて活動す

ることで、新しいライフスタイルとして定着することを目的としています。
①自分のできる範囲で
②自分で考えて
③自分で活動する

板橋エコアクション2008の制定日が表示されています。

板橋エコアクションでの活動を開始する際の自社の基本姿勢を表す
もので、概要は以下のようになります。

１ 身の丈にあった活動を
２ その人の能力に応じた責任を持ち
３ 起こりうる危機を想定して

４ 世の中の決まり事を守り
５ いつ・何を・どのように活動するかを決め、結果を評価し・見直し
６ エコレポートで事務局に報告します

７ マネジメントシステムを継続して活動し、改善をするとともに
８ 制度や書式の改善を事務局と共に行います
９ この活動方針を社内外に公表します

自社の板橋エコアクション取組開始日（基本１シート「活動
開始年月日」）が表示されます。

板橋エコアクション２００８　エコレポート　　　活動方針シート



申請受付日
2019年5月1日

所 在 地 東京都板橋区板橋２－６６－１

業 種 D 建設業

活動開始年月日 2018年4月1日

利用者コード IEA2008 - 0000

名 称 板橋商事　株式会社

代 表 者 代表取締役　板橋　太郎

活 動 証

Itabashi eco action (IEA)

板橋エコアクション

板橋エコアクション２００８の活動プログラムに

基づく活動を実践する者として、登録したことを証

明します。

板橋エコアクション事務局

板橋エコアクションの取組開始時に活動事業者に対して交付します。

利用者コードを入れて交付しますので、次回エコレポート提出の際には、「基本１シート」の
利用者コード欄に記入してください。



2019年6月1日

活動推進のための提案
確認期間　２０18年４月～２０19年３月（２０１8年度エコレポート）
　活動レベルＡ（初年度）が求める内容を満たしています。

※次回のエコレポート提出は２０２０年４月１日～２０２０年５月３１日です。
　確認期間は２０１９年４月～２０２０年３月になります。

利用者コード IEA2008 - 0000

名 称 板橋商事　株式会社

確認年月日

板橋エコアクション事務局

活動確認書

Itabashi eco action (IEA)

板橋エコアクション

活動レベルＡの達成

板橋エコアクション２００８の活動プログラムの
活動レベルＡを達成したことを確認しました。

エコレポート提出により報告された活動レベルに達成していることを事務局が確認した時に交付します（毎年度）。

板橋エコアクションの活動をさらに充実したものにするための提案等を事務局から行います。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板橋エコアクション導入マニュアル 

編集 板橋区 資源環境部 環境政策課 

（板橋エコアクション事務局） 

〒173-8501 板橋区板橋二丁目 66 番 1 号 

TEL 03-3579-2622 FAX 03-3579-2589 

E-mail : s-kankyo@city.itabashi.tokyo.jp 

平成 31 年 3 月発行 

 

刊行物番号 30-000 

mailto:s-kankyo@city.itabashi.tokyo.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


